
施策指標④
（成果指標）

施策指標⑤
（成果指標）

指
標
の
推
移

コストの推移
（単位：千円）

5,130 4,448

71,200

33,220人 34,000人

当初予算

56,715 115,546

１．第３次総合計画における施策の体系

（a）－（b）＝一般財源

歳入
（b）

財源の内訳

４．指標及びコストの推移

144,751 170,902

国や県からの
補助金その他

受益者負担額

快適な生活を育むまち

190,867
歳出

（直接事業費）（a）
133,045

39,501

２．施策の基本方針（第３次総合計画の基本方針をもとに記入する）

目指す都市像
（政策）

番号 7

主担当部 生涯学習部

名称

施策 番号 9 名称

関係部

この施策の目的
重要伝統的建造物群保存地区である今井町の歴史的町並み景観や大和盆地に見られる特徴的な集落である環濠集落等の集落修景の保
全と活用を図り、次世代に引き継いで行くと共に、文化財と住民生活の共存を図り、地域の個性や特徴を活かした魅力や賑わいのあるまち
づくりを進めることを目的とする。

歴史的町並み及び集落景観の保全

今井町並保存整備事務所

関係課

部長名

３．施策の現状分析（第３次総合計画の現状と課題をもとに記入する）

今井町伝建地区は国内でも屈指の歴史的町並みであり、保存修理事
業については、文化財保存のための伝建地区制度の中で、継続的に
国及び県の支援を受けることができ、住環境整備の面では、街なみ
環境整備事業の再延長について国の承認を受け、継続して事業に取
り組むこととなった。また、景観法制定以後、国では、景観関係の新た
な事業や制度が設けられており、景観形成の取り組みも幅広く実施す
ることが可能となってきている。

今井町伝建地区内では、空家・空地の増加や人口減、高齢化が進
み、町の賑わいが失われてきている。住民が住み続けながら町並み
を保全していく必要のある歴史的な「まち」であるため、伝統的建造物
の居住環境や町全体の住環境の整備、改善、空家等の対策、地区の
活性化等の要望があり、町並み保存の推進と地区の歴史的資産を活
用したまちづくりが求められている。また、その他の良好な町並景観
を保全するため、市民・事業者とともに景観法や市景観条例にある景
観施策を展開することが求められている。

社会環境や国・県の動向など、
施策を取り巻く環境について

210,403164,370

この施策の概況

この施策に対する市民ニーズなど、
具体的な事項について

施策指標①
（成果指標）

施策指標②
（成果指標）

施策指標③
（成果指標）

31,325 29,626

5.05

トータルコスト
（a）＋（c）

174,377220,493

今井まちなみ交流
センター来訪者記

帳者数
40,000人

今井町伝建地区内では、空家の増加や人口減、高齢化が進み、町の賑わいが失われてきているが、空家対策として行政側から積極的に空
家の所有者に対して伝建地区内の規制や補助制度等の説明を行なうことにより、空家も徐々にではあるが減少しつつある。また、住環境整
備事業では御堂筋における電線の地中化や道路の美装化を実施することにより、地区住民や来訪者の方々にとって魅力あるまちづくりが展
開されている。

修理・修景補
助件数

全体事業費合計／
計画全体事業費

30,556人

86%86%

これまでの成果

89%

備考欄

目標

２６年度

309件

２９年度
（総計目標年度）

256件 265件 269件

田原　勝則

4.80 4.80

38,000人

279件 289件

正
職
員

従事者数
（単位：人）

人件費（c）

91%

目標目標

97%

２４年度

実績 目標 実績

２７年度

町なみ環境整備事業進捗
率

来訪者数（今井まちなみ交
流センター入館者数）

決算

83%

修理・修景件数

名称及び単位等

36,000人

２５年度

決算 当初予算

85,456 110,971

5,531 4,742

29,626

55,189

6.40

70,873 53,764

主担当課

施策評価表　（平成２５年度実施事業対象）　　 （作成日：平成２６年　７月１１日）



７．次年度以降の施策の方向性

説明

有効性の評価

この施策の
成果の達成度はどうか

修理・修景事業は順調に実施しており、住環境整備においては街なみ保存整備事業を再延長し、御堂筋周辺の電線地中化等に着手している。また、地区内の保存会等の団体
が、住民に対しても保存についての啓発や様々な取組みを継続的に行なっており、空地・空家の増加という課題に取り組み活動している組織もある。その成果として空家への入
居、居住の実績を上げることにより、地域の活性化に貢献している。今後についても、相当数の修理の計画の相談があり、修理に対する補助などの制度も拡充しており、順調な
修理事業の進捗が見込まれている。これらの保存や住環境整備等の事業を継続していくことにより、国内でも有数の今井町の景観の維持、保全が図られることとなる。

３　あまりない

１　高い ２　やや高い2 ４　低い

５．施策の評価

３　やや低い

１　十分ある

４　低い

1

３　やや低い

４　ない２　ある程度ある

市政全般に対する
貢献度はどうか

1 １　高い ２　やや高い

成果向上の
可能性はどうか

説明

今井地区内においては、伝統的建造物群の保存と景観の維持のため、現状変更の規制をかけ歴史的町並みの保存整備を進め、一
方で住民の生活環境の改善のため住環境整備を進めている。保存整備を進め、町並みの価値を啓発することにより、橿原市民にも
今井町の歴史的町並みは誇りを持てるだけの価値のある観光資源であるということをご理解していただいており、今後においても、
市の観光資源として文化財の保存と住民生活が共存した調和の取れたまちづくりが進められることとなる。

６．施策の課題

この施策の課題

今井町の伝統的建造物等を保存し、歴史的町並み景観を将来に引き継いで行かなければならないが、今井町伝建地区内では、空家・空地が増加しつつあり、人口減少、高齢化が進行し、
地区全体の活性が低下している。住民が生活する生きた町として保存と住民生活を共存させていくため、住民がそこで住み続けながら守って行くまちづくりが必要である。また、地区の活性
化のためには、今井町の歴史的景観を観光資源として活かし、また、現在は町家が居住の目的で使われており、空家が増加しているが、今後は良好な町並景観を守って行くために、地区
外からの居住希望者を増やす取り組みや、町家の多彩な用途への利用を拡大することが求められている。そのためには、住民自らが今井町の町並みの保存を考え今井のまちづくりに主
体的に取り組むことが重要となっている。

総合評価　１次評価

１　強化する ２　維持する ３　縮小する次年度以降の方向性 1

１　強化する

説明
住民に対し町並み景観や伝統的建物の保存の啓発を行ない、町並みの維持保存を図り、また、住民の生活と保存の共存を図るた
め住環境整備を進める。さらに、景観阻害要因の改善を行ない景観の維持、保全に努め、町並み景観を橿原市の重要な資産として
有効に活用しながら魅力あるまちづくりを進め、将来に引き継いでいく。

説明２次評価

８．構成事業の方向性　（それぞれの事務事業における今後の最適手段を検証する）

１次評価

総合評価　２次評価

町並保存事業と住環境整備事業は、歴史的町並み景観の保全という施策を進める上での両輪となる必要不可欠の事業であり、今
後も継続し強化して行く。今井まちなみ交流センター等施設管理運営事業は、今井町伝建地区を周知啓発し、今井町来訪者の案
内、見学、学習施設として必要不可欠であるうえ、今井町の町並み景観を形成する上での重要な建物となっている。今井町公共施設
維持管理事業は、地区内での事業に伴い整備された施設であり、維持管理を継続していく必要がある。現時点で、廃止・縮小してい
くべき事業はないと考える。

次年度以降の方向性

説明

３　縮小する２　維持する

説明



（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

Ｈ５年度に事業計画を策定し、翌年度より道路の美装化、電線の地中化、小
公園、生活環境施設、防災施設等の整備を実施し、事業計画策定当初の整
備はほぼ完了している。
Ｈ１６年度に事業計画の変更を行い、今井東地区の整備を行い、Ｈ２１には事
業計画の変更見直しを行い、電線地中化未整備路線の無電柱化を推進する
ため、平成３０年度まで事業計画の延伸を行い、電線地中化事業を実施して
いく。

1 拡大する

住環境整備事業
73,474

ハード （千円）

2

今井町公共施設維持
管理事業 10,894

内部管理・維持管理 （千円）

今井まちなみ交流センター（華甍）は、今井町への来訪者のためのビジターセンターとして、来訪者等に
伝統的建造物群に対する理解を深めてもらう為、模型や展示物、パンフレット等を設置している施設であ
り、また、町並み保存のための各種団体の活動の場として活用する一方、貸し施設として利用していただ
く施設である。
まちなみ広場は、今井町への来訪者のための駐車場と地域住民によるイベント会場等多目的広場とし
て活用する。今井まちや館や今井まちづくりセンターは体験見学施設としてのみならず、住民活動の場と
して活用する。

2

今井町並保存整備事務所
今井町来訪者及び地区住民が快適に過ごせるよう以下の事業を実施する。
・今井町公共施設の清掃業務を行う。
・建物及び機械器具の維持管理・修繕を行う。
・植栽の維持管理を行う。
・道路等の維持管理を行う。

1

今井町並保存整備事務所
2 現状のまま継続

12,714

（千円）

この施策に関連する事務事業評価の内容（評価内容の転記）

課名、事務事業名
及び事業種別

事業の方向性及び
Ｈ２５決算額

事業の内容NO.

4

今井町並保存整備事務所

今井まちなみ交流セン
ター等施設管理運営事

業

ソフト（任意）

3

今井町並保存整備事務所

伝統的建造物群保存地区の制度を地域住民の方々に認識していただくため
の周知啓発を引き続き実施する。また、地区内において、建造物等の修理等
が行なわれる場合については、現状変更の協議・許可申請並びに補助金の
支出等の手続き等を的確に行い、関係機関・関係課と連携し調整を図りなが
ら文化財保存修理事業を実施し、まちなみ景観の保存を推進する。その他、
まちづくりや町並み保存のために活動している地域住民等により構成されて
いる団体に対して支援を行う。

2

町並保存事業
47,669

ソフト（任意） （千円）

現状のまま継続

a
見直しな
がら続け

る
B

現状のまま継続

b
見直しな
がら続け

る

a
見直しな
がら続け

る

貢献
度

C

　

　

b
見直しな
がら続け

る

※下記評価の解説
・貢献度－事務事業評価の結果をもとに、この施策での貢献度（重要度）を絶対評価で示しています。
　　（a：不可欠かつ施策の中核をなす事業、b：不可欠な事業、c：不可欠ではないが実施が望ましい事業、d：あまり有効ではない事業）
・方向性－事務事業評価の結果をもとに、この施策からみた各事務事業の今後の方向性を絶対評価で示しています。
　　（拡大する、見直しながら続ける、縮小する、廃止又は休止する、完了する）
・優先度（ソフト事業（任意）のみ）－施策内での事務事業の優先度を相対評価で示しています。
　　（優先度が高い順に　　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）

９．施策を構成するそれぞれの事務事業の評価

施策評価

方向性
優先度

(ソフト任意)



（ ）

1

2

1 2 3 4

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

（作成日：平成26年　6月　   　日）事務事業評価表（平成25年度実施事業対象）

快適な生活を育むまち

歴史的町並み及び集落景観の保全

7

9

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

伝統的建造物群に対する理解を深め、豊かな地域社会づくりに寄与していただくための施設であり、来訪者
のための案内施設及び見学施設として、又、地域住民や団体が行うまちづくり、町並み保存の活動の場とし
ての施設として必要なため。

説明

対象

事業の終了予定年度 平成平成 6 年度

成果指標

目指す都市像(政策)

施　　　策

今井町来訪者及び地区住民

事業の
目的

やめた
場合の
影響は

市の関与について見直す余地のある事業（民間に事業の一部又は全部を委ねる余地のあるものや、住民
ニーズが低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

公共性や収益性の観点から、市が直接的・包括的に関与すべき事業

歴史的町並みの保全の為、市民の文化、教養の向上を
図るとともに伝統的建造物群に対する理解を深め、ふ
れあいと豊かな地域社会づくりに寄与することを目的と
する。

2

303

33,220来訪者記帳者数 34,000

実績

303

30,556

説明
今井来訪者の伝統的建造物群に対する理解が弱まり、又、今井の町並み保存を進める地域内の団体の活
動を弱め、豊かな地域社会づくりに寄与できなくなる。

非常に大きい

２９（総計
目標）
年度

２５年度 ２６年度

克服できる範囲内 ほとんど無いやや大きい

見込み見込み実績

２７年度

見込み計画

7,183

0.60 1.25

4,742

36,000

303303

40,00038,000

303303

（a）　－　（b）　＝　一般財源

従事者数　（単位：人）

単位当た
りコスト （　　　　　　   　　　　）／（　　　　　　  　　　　　）

人件費　（c）
正職員

２４年度

受益者負担額

国県補助金等その他

名称及び単位等

事業の種類を選択してください。⇒

予算事業名

コストの
推移

（単位：
千円）

生涯学習部

活動指標
①

活動指標
②

会館日数

なぜ市が
関与して
いるのか

1

指標の
推移

妥当性
評価

今井まちなみ交流センター等施設管理運営事業

今井まちなみ交流センター管理運営費

事業の
内容説明

今井まちなみ交流センター（華甍）は、今井町への来訪者の
ためのビジターセンターとして、来訪者等に伝統的建造物群
に対する理解を深めてもらう為、模型や展示物、パンフレット
等を設置している施設であり、また、町並み保存のための各
種団体の活動の場として活用する一方、貸し施設として利用
していただく施設である。
まちなみ広場は、今井町への来訪者のための駐車場と地域
住民によるイベント会場等多目的広場として活用する。今井
まちや館や今井まちづくりセンターは体験見学施設としての
みならず、住民活動の場として活用する。

年度ー

日裏康夫課長名担当課名
今井町並保存整備事務
所

事業ソフト（任意）

事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

事業の開始年度

当初予算

8,003

7,715

0.60

12,714

3,703 3,703

歳出　（直接事業費）　（a）

8,181

17,653

計算式等

8,134

トータルコスト　（a）＋（c）

0.70

決算 当初予算

12,582

5,130

財源の内訳 決算

12,745

16,417 20,460

5,531歳入
（b）

13,311

16,285

備考
（これまでの

実績等）

D
O

実
施

4,448

4,342



1 2 3 4

1 2 3

4 5

成果がほとんど無く、大
幅な改善が必要

現時点では十分な成
果が出ていない

3

今井まちなみ交流センターの人件費については、２人分のみ予算計上しているので削減は難しい。今井まち
づくりセンター・今井まちや館については、地元保存会に運営業務を委託しており削減は難しい。施設維持管
理においては、電気料金等冷暖房の適正管理で光熱費等の削減に努める。

1
効率性がやや低く、見
直しによる改善が期待
される

2
現時点では効率性が低
く、大幅な改善が必要

2 3 4

やや低い高い やや高い

パンフレット・模型等で説明し、来訪者に理解していただいており、又、各団体がまちづくりのための会合、講
演会を実施している。

2 4

低い

概ね十分な成果が出てい
る

効率性評価

現時点での
成果につい

て

2現時点での
有効性を評
価してくださ

い

説明

2

この事業の今後の方向
性を、費用面も含めて記
入してください

説明

説明

2

この事業について、今
後、具体的にどうするこ
とにより、どんな効果が
期待できるか記入してく
ださい。

内容や手法を見直すこ
とにより、コストや時間
の低減が可能か評価し
てください

従事者数については、維持する必要がある。また、老朽化した機器等については、修繕し改善する。

C

各施設と今井町のパンフレット及びホームページ等でＰＲすることにより、貸し施設利用率及び来訪者数を増やし、今
井町の歴史的町並みの理解を広げることが出来る。
各施設を地区の各種団体等が行うイベント・講演等に利用してもらうことにより、今井町のまちづくり・地域の活性化に
寄与されることが予想される。

A
C
T
I
O
N

修
正
行
動

説明

上位施策
への貢献
度はどうか

C
H
E
C
K

有効性
評価

1

課内
優先度

現状のまま継続拡大する 縮小する

廃止又は休止する 完了する

歴史的町並み景観・集落景観の保全の為、また、伝統的建造物群に対する理解を深めるために、この事業
の占める割合は大きいと考えられる。

十分な成果が出ている

評
価

現時点で効率性が非
常に高く、これ以上の
改善は見込めない

概ね高い効率性が発揮さ
れているが、さらに向上で
きる余地はある



（ ）

1

2

1 2 3 4

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

（作成日：平成26年　6月　   　日）事務事業評価表（平成25年度実施事業対象）

快適な生活を育むまち

歴史的町並み及び集落景観の保全

7

9

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

説明

対象

事業の終了予定年度 平成平成 ー 年度

成果指標

目指す都市像(政策)

施　　　策

今井町来訪者及び地区住民

事業の
目的

やめた
場合の
影響は

市の関与について見直す余地のある事業（民間に事業の一部又は全部を委ねる余地のあるものや、住民
ニーズが低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

公共性や収益性の観点から、市が直接的・包括的に関与すべき事業

歴史的町並み景観を保全し、今井町来訪者及び地域住
民に快適な空間を提供するため、今井町公共施設を適
切に維持管理することを目的とする。

　

8,276

33,220来訪者記帳者数 34,000

実績

12,002

30,556

説明

非常に大きい

２９（総計
目標）
年度

２５年度 ２６年度

克服できる範囲内 ほとんど無いやや大きい

見込み見込み実績

２７年度

見込み計画

10,893

0.65 1.25

36,000

12,00210,894

40,00038,000

12,00212,002

（a）　－　（b）　＝　一般財源

従事者数　（単位：人）

単位当た
りコスト （　　　　　　   　　　　）／（　　　　　　  　　　　　）

人件費　（c）
正職員

２４年度

受益者負担額

国県補助金等その他

名称及び単位等

事業の種類を選択してください。⇒

予算事業名

コストの
推移

（単位：
千円）

生涯学習部

活動指標
①

活動指標
②

維持管理費

なぜ市が
関与して
いるのか

　

指標の
推移

妥当性
評価

今井町公共施設維持管理事業

今井町町並み施設管理費

事業の
内容説明

今井町来訪者及び地区住民が快適に過ごせるよう以下の
事業を実施する。
・今井町公共施設の清掃業務を行う。
・建物及び機械器具の維持管理・修繕を行う。
・植栽の維持管理を行う。
・道路等の維持管理を行う。

年度ー

日裏康夫課長名担当課名
今井町並保存整備事務
所

事業内部管理・維持管理

事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

事業の開始年度

当初予算

10,895

7,715

0.65

10,894

4,012 4,012

歳出　（直接事業費）　（a）

1

8,276

12,928

計算式等

12,001

トータルコスト　（a）＋（c）

0.75

決算 当初予算

12,002

財源の内訳 決算

10,896

14,906 18,611

1

歳入
（b）

8,276

16,014

備考
（これまでの

実績等）

D
O

実
施

1

4,652



1 2 3 4

1 2 3

4 5

成果がほとんど無く、大
幅な改善が必要

現時点では十分な成
果が出ていない

3

今後も契約時は入札により経費軽減に努めるが、施設の老朽化により修繕費用も嵩み、光熱水費について
は、利用者の増加に伴い増えるため、経費削減は難しい。

1
効率性がやや低く、見
直しによる改善が期待
される

3
現時点では効率性が低
く、大幅な改善が必要

2 3 4

やや低い高い やや高い

来訪者、地域住民の憩いの場として、また、地域住民の生活環境の向上に貢献している。

2 4

低い

概ね十分な成果が出てい
る

効率性評価

現時点での
成果につい

て

1現時点での
有効性を評
価してくださ

い

説明

2

この事業の今後の方向
性を、費用面も含めて記
入してください

説明

説明

2

この事業について、今
後、具体的にどうするこ
とにより、どんな効果が
期待できるか記入してく
ださい。

内容や手法を見直すこ
とにより、コストや時間
の低減が可能か評価し
てください

今井町は橿原市が誇る歴史的資産であり、多くの来訪者が見込まれるため、適切な水準での施設管理を続
ける必要がある。

　

維持管理経費を削減すると、今井町公共施設としての適切な維持が出来ず、来訪者及び地域住民に不快感を与え、
今井町の良好な町並み景観を損なう恐れがある。伝統的建造物群としての町並み景観に合わせた適切な施設維持
管理を行なっていく事で、今井町の環境が維持され、来訪者の増加に繋がることが予想される。

A
C
T
I
O
N

修
正
行
動

説明

上位施策
への貢献
度はどうか

C
H
E
C
K

有効性
評価

1

課内
優先度

現状のまま継続拡大する 縮小する

廃止又は休止する 完了する

今井町公共施設を維持管理することにより、歴史的町並み景観の保全が行われている。

十分な成果が出ている

評
価

現時点で効率性が非
常に高く、これ以上の
改善は見込めない

概ね高い効率性が発揮さ
れているが、さらに向上で
きる余地はある



（ ）

1

2

1 2 3 4

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

（作成日：平成26年　6月　   　日）事務事業評価表（平成25年度実施事業対象）

快適な生活を育むまち

歴史的町並み及び集落景観の保全

7

9

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

説明

対象

事業の終了予定年度 平成平成 5 年度

成果指標

目指す都市像(政策)

施　　　策

事業の
目的

やめた
場合の
影響は

市の関与について見直す余地のある事業（民間に事業の一部又は全部を委ねる余地のあるものや、住民
ニーズが低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

公共性や収益性の観点から、市が直接的・包括的に関与すべき事業

今井町重要的建造物群保存地区の歴史的な町並みの
保全と活用を図り、住民主体の賑わいのあるまちづくり
を進めるため、住環境の整備を行う。

　

83

13電線地中化整備率

実績

25

86

25

説明

非常に大きい

２９（総計
目標）
年度

２５年度 ２６年度

克服できる範囲内 ほとんど無いやや大きい

見込み見込み実績

２７年度

見込み計画

10,731

1.55 2.00

8986

50 5039

9791

（a）　－　（b）　＝　一般財源

従事者数　（単位：人）

単位当た
りコスト （　　　　　　   　　　　）／（　　　　　　  　　　　　）

人件費　（c）
正職員

２４年度

受益者負担額

国県補助金等その他

名称及び単位等

事業の種類を選択してください。⇒

予算事業名

コストの
推移

（単位：
千円）

生涯学習部

活動指標
①

活動指標
②

住環事業の進捗率

なぜ市が
関与して
いるのか

　

指標の
推移

妥当性
評価

住環境整備事業

今井町住環境整備事業

事業の
内容説明

(全体計画）

Ｈ５年度に事業計画を策定し、翌年度より道路の美装化、電
線の地中化、小公園、生活環境施設、防災施設等の整備を
実施し、事業計画策定当初の整備はほぼ完了している。
Ｈ１６年度に事業計画の変更を行い、今井東地区の整備を
行い、Ｈ２１には事業計画の変更見直しを行い、電線地中化
未整備路線の無電柱化を推進するため、平成３０年度まで
事業計画の延伸を行い、電線地中化事業を実施していく。

年度30

日裏康夫課長名担当課名
今井町並保存整備事務
所

事業ハード

事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

事業の開始年度

当初予算

15,055

12,344

1.55

73,474

9,567 9,567

歳出　（直接事業費）　（a）

83,370

34,048

74,288

計算式等

23,001

トータルコスト　（a）＋（c）

1.60

決算 当初予算

112,146

財源の内訳 決算

98,425

83,041 110,769

62,743

歳入
（b）

64,363

121,713

備考
（これまでの

実績等）

D
O

実
施

89,14530,315

9,925



1 2 3 4

1 2 3

4 　

　達成できていない3

1
効率性がやや低く、見
直しによる改善が期待
される

　
現時点では効率性が低
く、大幅な改善が必要

2 3 4

やや低い高い やや高い

電線地中化事業実施に伴う関連事業者との調整に期間を要し、事業実施年度が1年繰り延べとなった。
その他の事業については、計画に基づき事業進捗している。

2 　

低い

概ね予定通り

効率性評価

目標（計
画）どおり

進んでいる
か

　現時点での
有効性を評
価してくださ

い

説明

3

この事業の今後の方向
性を、費用面も含めて記
入してください

説明

説明

1

この事業について、今
後、具体的にどうするこ
とにより、どんな効果が
期待できるか記入してく
ださい。

内容や手法を見直すこ
とにより、コストや時間
の低減が可能か評価し
てください

電線地中化については、関連事業者との調整も整い、平成２４年度から実施した。
その他の事業についても、事業計画に基づき実施し、地区内における景観・住環境整備を進める予定であ
る。

　

A
C
T
I
O
N

修
正
行
動

説明

上位施策
への貢献
度はどうか

C
H
E
C
K

進捗状況

1

課内
優先度

見直す継続する 廃止又は休止する

完了する 　

予定通り

評
価

現時点で効率性が非
常に高く、これ以上の
改善は見込めない

概ね高い効率性が発揮さ
れているが、さらに向上で
きる余地はある



（ ）

1

2

1 2 3 4

備考
（これまでの

実績等）
修理・修景事業件数　291件　　伝建番号数　269件　　補助金額　1,254,829,500円

D
O

実
施

26,40026,400

12,406

財源の内訳 決算

48,836

60,013 60,563

22,712

歳入
（b）

47,095

66,481

決算 当初予算

54,137歳出　（直接事業費）　（a）

27,600

20,695

59,501

計算式等

27,737

トータルコスト　（a）＋（c）

2.00

当初予算

21,236

11,727

2.00

47,669

12,344 12,344

事務事業名

担当部名

総合計画の
位置付け

事業の開始年度

今井町並保存整備事務
所

事業ソフト（任意）

妥当性
評価

町並保存事業

今井町並保存事業費　　　報酬給与費

事業の
内容説明

伝統的建造物群保存地区の制度を地域住民の方々に認識
していただくための周知啓発を引き続き実施する。また、地
区内において、建造物等の修理等が行なわれる場合につい
ては、現状変更の協議・許可申請並びに補助金の支出等の
手続き等を的確に行い、関係機関・関係課と連携し調整を図
りながら文化財保存修理事業を実施し、まちなみ景観の保
存を推進する。その他、まちづくりや町並み保存のために活
動している地域住民等により構成されている団体に対して支
援を行う。

年度－

日裏康夫課長名担当課名

事業の種類を選択してください。⇒

予算事業名

コストの
推移

（単位：
千円）

生涯学習部

活動指標
①

活動指標
②

伝統的建造物等の修理物件数

なぜ市が
関与して
いるのか

1

指標の
推移

２４年度

受益者負担額

国県補助金等その他

名称及び単位等

従事者数　（単位：人）

単位当た
りコスト （　　　　　　   　　　　）／（　　　　　　  　　　　　）

人件費　（c）
正職員

（a）　－　（b）　＝　一般財源

309289

55

279269

6157

24,957

2.00 1.90

見込み見込み実績

２７年度

見込み計画

説明
今井町地区内の建造物における修理・修景事業が遅れ、建造物が老朽化し町並み景観の維持が出来なくな
る。

非常に大きい

２９（総計
目標）
年度

２５年度 ２６年度

克服できる範囲内 ほとんど無いやや大きい

53

実績

265

53

256

51修理物件数/伝統的建造物件数（504件）成果指標

目指す都市像(政策)

施　　　策

今井町重要伝統的建造物群保存地区内において、修
理修景事業等を実施しようとする者。

事業の
目的

やめた
場合の
影響は

市の関与について見直す余地のある事業（民間に事業の一部又は全部を委ねる余地のあるものや、住民
ニーズが低下している等、社会情勢の変化によるものなど）

公共性や収益性の観点から、市が直接的・包括的に関与すべき事業

重要伝統的建造物群保存地区内に選定されている今
井町地区において、伝統的建造物の保存に対する住民
意識の高揚を図り、文化財の保存と継承及び景観保全
に向けた取り組みを進める。また、地域住民と行政が連
携・協力することにより、町並み保存と住民生活が共に
成り立つまちづくりを進める。

1

対象

事業の終了予定年度 平成昭和 59 年度

市の関与の
必要性を評
価してくださ
い

（作成日：平成26年　6月　   　日）事務事業評価表（平成25年度実施事業対象）

快適な生活を育むまち

歴史的町並み及び集落景観の保全

7

9

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

計
画

橿原市伝統的建造物群保存地区保存条例に基づき関与している。説明



1 2 3 4

1 2 3

4 5

評
価

現時点で効率性が非
常に高く、これ以上の
改善は見込めない

概ね高い効率性が発揮さ
れているが、さらに向上で
きる余地はある

今井地区内における建造物等の修理・修景事業を実施することにより、町並み全体としての景観が向上し、
歴史的町並み景観の保全に対しても非常に有効で貢献度は高いと思われる。

十分な成果が出ている

課内
優先度

現状のまま継続拡大する 縮小する

廃止又は休止する 完了する

A
C
T
I
O
N

修
正
行
動

説明

上位施策
への貢献
度はどうか

C
H
E
C
K

有効性
評価

1

この事業の今後の方向
性を、費用面も含めて記
入してください

説明

説明

2

この事業について、今
後、具体的にどうするこ
とにより、どんな効果が
期待できるか記入してく
ださい。

内容や手法を見直すこ
とにより、コストや時間
の低減が可能か評価し
てください

今井町重要伝統的建造物群保存地区における保存整備計画について、平成21年度において見直しをおこ
なったところである。今後は、この整備計画に基づき整備する必要があると考える。また、見直しを必要となる
ケースが出てきた場合は、検討し、見直しをおこない継続的に事業を行なう必要があると考える。

B

今井町重要的建造物群保存地区内において、老朽家屋が多数ありこれらの修理を早急に実施して行く必要があると
思われる。ただ、修理するに際しては膨大な費用がかかることもあり、行政から補助金を支出したとしても中々予算が
あわないといった理由で放置された状態の建物が多く見られる。これらの建物については、景観を損なうばかりではな
く危険を伴う場合もあり、今後、これらの建物の所有者への「働きかけ」が重要であると考える。そのため、できるだけ
多くの補助金の支出が必要となるのは勿論のこと、様々な補助制度の活用が必要であり、我々職員も様々な補助制
度があることを所有者に説明できるように知識の習得が不可欠であると考える。その結果、老朽家屋が減少し町並み
景観の向上に繋がると考える。

効率性評価

現時点での
成果につい

て

1現時点での
有効性を評
価してくださ

い

説明

1

やや低い高い やや高い

修理・修景事業を実施していただくために、特に老朽家屋や長屋（借家）等の所有者への「働きかけ」を、積極
的に行なっている。また、その際に今井地区内における規制や補助制度等についての説明等を具体的に行
なうことにより、修理・修景事業が進み町並みの景観が維持されている。

2 4

低い

概ね十分な成果が出てい
る

橿原市伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱の補助基準の中で、事業者が修理・修景事業を実施され
る場合の補助率等が定められており、これをもとに査定をおこない補助金の交付決定額を算出しているため
低減の余地はない。

1
効率性がやや低く、見
直しによる改善が期待
される

1
現時点では効率性が低
く、大幅な改善が必要

2 3 4

成果がほとんど無く、大
幅な改善が必要

現時点では十分な成
果が出ていない

3
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